
大     　会  　　規  　　則

（1）A,B,Cクラスはトーナメント、Dクラスはリーグ戦を行ない、A,Bは6回戦とし、C,Dは5回戦とする。
（2）試合時間は、Aは90分、Bは80分、C,Dクラスは70分を過ぎたら新しいイニングには入らない。　　
　　　A,Bクラスは4回以降10点、5回以降7点の得点差のあるときは、コールドゲーム、又、Cクラスは、1イニ
　　　ング7点、Dクラスは5点で攻守交替とする。コールドゲームは無し。 Dクラスは振り逃げ無しとする。
（3）投手の球数制限1日A,Bクラス７0球、C,Dクラス50球とする。但し制限数を越した時は打者完了迄。
（4）投球練習の時キャッチャはマスク、レガース、プロテクターを着用する事。
　　 投球練習の時バッターはネクストサークルで座って待つ事。素振りはしない事。
（5）同点時間切れの場合はタイブレーク、一死満塁とし、継続打順とする。
　　  2 回で決着がつかない場合は、抽選とする。（決勝戦も同じ）
（6）決勝戦はA、Bは90分、C、Dは80分とする。同点時間切れの場合はタイブレーク最大2回とする。
　　 途中降雨、日没などの場合は特別継続試合を適用する。
（7）各チームは試合開始30分前に集合する事。登録メンバー以外の者の出場は認めない。
　　（但し、追加登録は試合開始30分前まで受付けます。） 　選手登録名簿は2枚試合前に審判員に提出。
（8）使用球は、J球とする。
（9）各グラウンドのルールは責任者に一任する。
  　　 【外野からの送球、その他の送球もテイクツウとする。　　野手の手からボールが離れた時、占有していた塁から）】
（10）ベンチサイドは抽選番号の若い方を一塁側とし、先攻、後攻はジャンケンとする。
（11）義務審判員各チ－ム2名、審判服着用。試合開始30分前に集合の事。
（12）投手板と本塁間の距離はＡ,Bクラス16m－塁間23m、C,Dクラス14m－塁間21mとする。
　 　（Dクラスは一塁の正規ベースの横に打者走者用に補助ベースを置く）
（13）ベンチ内は、監督・コーチ、ユニフォームを着用、代表、スコアラーとする。
（14）Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄクラス、いずれもコーチャースボックスに監督、コーチが入る事を認める。
　　　ただし必ずユニフォーム着用の事。
（15）この大会は、ダブル登録を認めるが、上のクラスが下のクラスにおりて、プレーする事は認めない。

◇本大会は本年度「全日本軟式野球連盟公認野球規則」及び「東西少年野球連盟特別規則」を適用する。


